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政治を変えるはじまりの第T参

4/9、午後9:30頃、喜びと決意のあいさつ

をする小原なおみさん :津山事務所にて

今
回

の
統

一
自
治
体

選
挙
は
、

戦
争
す
る
国

づ

く
り
を
す
す
め
る
安

保
３
文
書

の
決
定
と
防

衛
予
算

の
大
幅
増
、

原

発
回
帰

へ
の
大
転
換
、

急
激
な
物
価
高

の
中

で

の
選
挙
戦
で
あ

っ
た
。

社

民
党
は

「
含
流
」

問
題

の
影
響

で
厳

し
い

戦
い
も

一
部
あ

っ
た
が
、

広
島
市
議
に
新
人
公
認

有

日
ゆ
う
こ
さ
ん
が

当

選
す
る
な
ど
全
国

で
輩

闘
し
た
。

県
下
で
は
以

下
、

報
告

の
と
お
り
。

地
域
か
ら
変
わ

る

統

一
自
治
体
選

・
前
半
戦
、

９
日
投
開
票

の
県
議
選

・
津
山

市

・
苫

日

・
勝

日
郡
選
挙
区
で

社

民
党
は
、

小
原
な
お
み
候
補

（
無
所
属
）

を
推
薦
。

小
原
候

補
は

「
小
さ
な
身
近
な
声
を
県

政

へ
」

の
熱

い
思
い
で
、

保
育

新
垣
副
党
首

・
衆
院
議
員

福
島
党
首

　

・
参
院
議
員

大
椿
副
党
首

・
参
院
議
員

服
部
幹
事
長
と
国
会
議
事
堂
前
に

園
を
退
職

し
て
の
立
候
補

で
す
。

自

民
４
人
が
独
占

の
選
挙

区
で
、

野
党
共
闘
で
風
穴
を
開
け
る
た

め
、

党
員

・
支
持
者

へ
の
支
援

要
請
、

公
選
は
が
き
、

告

示
国

に
は
津
山

の
事
務
所

で
証
紙
貼

り
な
ど
行
っ
て
き
た
。

開
票
は
、

多
く

の
支
援
者
が

見
守
る
中
、

郡
部

の
開
票
で
２

位

に

つ
け
、

津
山
市

の
開
票
が

す
す
む
と
す
ぐ
に
当
確
が
出
さ

れ
、

年
後
９
時
半
に
は
支
持
者

ら
と
万
歳

三
唱
、

小
原
な
お
み

候
補

の
喜
び

の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

結
果
は
、

自
民
４
議
席
独
占
を

崩

し
て
ト
ツ
プ

当
選
。

そ

の
他

の
選
挙
区
で
も
社
民

党
は
、

立
憲
野
党

の
立
場
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
地
域
、

条
件
に
合
わ

せ

て
積
極
的
に
候
補
者
支
援
を

行

い

一
定

の
成
果
を
得
る

こ
と

が

で
き
た
。

党
員
、

支
持
者

の

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

２
５
年
７
月
参
院
選
は
大
椿

参
院
議
員

の
戦

い
と
と
も
に
衆

院
総
選
挙
も
予
想
さ
れ
る
。

引

き
続
き

「
く
ら
し
が

一
番
、

が

ん

こ
に
平
和
」
、

社
民
党

の
前

統

一
自
治
体
選
挙

の
た
め
中

止
し
て
い
た
党
定
例
街
宣
を
再

開
、

４
月
２
６
日
、

５
名
が
参

加

し
た
。

前

日
深
夜

の
大
嵐
が

街
に
新
緑

の
空
気
を
満
た
し
て

く
れ
た
感

じ
の
中
、

行
き
交
う

人

の
中
に
は

マ
ス
ク
を
外
し
た

人
も
み
ら
れ
た
。

武
本
幹
事
長
、

宮

日
代
表
が

マ
イ
ク
を
リ
レ
ー

し
、

岸

日
政

が
す
す
め
る
、

国
民
生
活
よ
り

戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
防
衛

予
算
拡
大

・
増
税
、

南
西
諸
畠

の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
や
辺
野
古

新
基
地
建
設

の
強
行
と
改
憲

ヘ

前

の
め
り
姿
勢
を
批
判
、

「
く

ら
し
が

一
番
　
が

ん
こ
に
平
和
」

を
訴
え
た
。

特
に
、

平
和
憲
法

の
下
、

平

和
国
家

の
姿
勢
を
示
す
武
器
輸

出

の
原
則
禁
止
を
国
是
と
し
て

き
た
が
、

岸

日
政
権
は
事
実
上

報
告

・
写
真
／
宮

日

「
司
能
」

と
し
、

諸
外
国
と

の

反
好
関
係
を
大
き
く
揺
る
が
す

大
問
題
、

と
批
判
し
た
。

敵
基

地
攻
撃
能
力
も
保
有

し
、

殺
傷

武
器

の
輸
出
な
ど
、

平
和
都
市

広
島
出
ヨ
な

の
か
、

と
訴
え
た
、

ま
た
、

５
月
３
日
憲
法
記
念

日
に
向
け
た

「
新

し
い
戦
前
に

さ
せ
な
い
！
平
和
力

の
結
集

へ
」

と
呼
び
か
け
る
社
民
党
と
新
社

会
党

の

「
共
同
声
明
」

が
報
告

さ
れ
た
。
　

　

　

文
蓑
／
野
崎

ヽ
い
い
Ｗ

〕
い
義
勢
中
い
時
仰
］

る
と

い
う
。

少

し
前
ま

で
は
大
学

な
ど

で
の
リ
ポ
ー

ト
作
成
で

「
コ

ピ

ペ
」

が

問
題
と
な
っ
た
が
、

技

術

の
進
展

の
速
さ
に
は
少
短
驚
く

▼
い
ま
や
督
一間
を

入
力
す
れ
ば
、

国
会
答
弁
よ
ろ
し
く

「
模
範
解
答

を

Ａ
Ｉ
が
作
成

し
て
く
れ
る
と

い

う
。

も
ち
ろ
ん
国
会
答
弁
を
椰
漁

す
る
も

の
で
は
な

い
が
、

官
僚
が

書
く
無
味
乾
燥
な
答
弁
書
よ
り
も

温
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
文
章

で
あ

る
か
も

▼
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
る

Ａ
Ｉ
の
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
と
な
る
膨

大
な
情
報
が

フ
ェ
イ
ク
に
基
づ
く

と
し
た
ら
ど
う
選
択
さ
れ
る

の
か

膨
大
な
情
報
量
が

一
手
に
集
中
し

た
と
き
、

権
力
も
集
中
す
る
こ
と

に
な
ら
な

い
か
。

最
も
論
理
的
な

□
答
を
作
成
す
る
と
い
う
Ａ
Ｉ
が

非
含
理
性
と
さ
れ
る
選
択
を
導
く

こ
と
な
ど
あ
り
う
る

の
か
。

な
に

よ
り
、

人
間
に
し
か

で
き
な
い
、

「
損
が
分
か
っ
て
い
て
も
や
る
べ

き
を
や
る
」

非
合
理
性
が

可
能
か

▼
今

日
は
、

視
―
メ
ー

デ
ー
。

資

本
家

イ
ー

ロ
ン

・
マ
ス
ク
氏
が

買

収
し
た

ツ
イ
ツ
タ
ー

社

の
社
員
に

長
時
間
労
働
を
求
め
た
ら
、

多
く

が

退
職
を
選
択

し
た
と
い
う

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

５

月
９

日

（
第

２
火
》

「
７
時

辰
巳

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

６

月
２６

日

（
月
末
金
）

１
７
品

※

ヨ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

大椿ゆうこ ・社民党参院議員の
か島寸 「新報J

私の一議席は、働く人たちの一議席であり、非正

規労働者の1議席。日本国籍ではないがゆえに選

挙に行けない、外国人労働者のために、この議席を

使つていきたい。(略)労働基準法すら守られず、非

正規だけでなく正規も簡単に首を切られているのが

現状。国会の中でしつかりと対時していきたい。

【おおつばき。ゆうこ】
1973年、岡山県高梁市生れ。有期雇用を理由に関西
学院大学を雇止め解雇で戦つた元非正規労働者。元
大阪教育合同労組委員長。

4/26、1段00党定例街宣
マイクをもつ武本幹事長(右端)

党県連合活動日話
3/31-4/9統 一自治体選挙(県議・岡山市議)
4/8 解 放共闘会議幹事会
4/9統 一自治体選挙(前半)投票日
4/12市 民と野党の打合せ(武本)
4/15岡 山平和推進協運営委(武本)
4/16-(投 票23)統 一自治体選(後半)
4/26党 定例街宣

をグを3         甫査法マツキヨ

進
に
全
カ
を
あ
げ
よ
つ

な
恐
鰺

森
む

譲
韓

　
　
〓
一
転
・

る

ホ
療
々
携
捧
転
縄

▼鎮灘
麓

在

一
戴
疑

転
汽
豊

≡
≡
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■
幾
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5/24(水 )48iOO
党定例街宣

5/27(土 )17:00
市民と立憲野党台同宣伝

5/10 18:00

憲法施行記念岡山県集会
国際交流センター2F
主催 i1000人 委員会


